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一食品の自給度と消費者意識について一
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1.　第２報で山村農家の食生活の実態 を 調 査 し た 結

果，バ ランスの点に改善の必要が認められたが，栄養的

にはかなり向上しつつあることが明ら かとなっ た。一方

食生活 の向上 に伴っ て飲食費 中に占 める買入食品 への支

出割合 の増加傾向が みられ た。本報では農家生活におけ

る食品 の自給状態を探ぐ り，食品公害 の問題につい てど

の様な意識をもっているかを知る 目的 で調査を行っ た。

2. 調査対象は前報と同様大分県大野郡野津町 の畑作

中心地区農家100 戸 とし， 昭 和45 年5Jil 日～31 日迄

の期間質問紙法及び現地聞き取 り法に よって行った。

3･　買入食品数は特に昭 和35 年以降急激に増加し て

おり，米，味噌，野菜，漬物，茶 は殆 んどの農家で 自給

されてい たが，そ の他 の食品は殆 んど買入 されてい た。

野菜について は少 くとも１戸当 り1 種類以上買入して お

り，味噌 は80% が自給 であ るのに対し て醤 油はわずか

に5% の農家 が自給し てい た。“ おやつ につい てもパ

ン，牛乳， ラーメン等 の市販品が かなり好 まれており，

従来の 自家製 おやつ は減少 の傾向にあっ た。以上 の様に

農家 も生 産者 である と同時に消費者 として の一面が増大

し て来 た。そ の様な 中で食品公害な どに対する関心はか

なり少 く，約31% の主婦は全 く無関心であり，今後家

族 の健康管理の上からも消費者教育の普及が望まれる。


